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第１８４号

～「全町書き初め大会」～

第４回定例会
　一般議案・条例の改正・各議員の賛否など
　補正予算・町長からの行政報告
　一般質問『ズバリ 町政のここが聞きたい !!』
議会運営委員会行政視察
議会広報特別委員会行政視察
議会のうごき、編集後記



　

令
和
７
年
度
増
毛
町
定
期
監
査
結

果
に
つ
い
て
、
代
表
監
査
委
員
よ
り

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
９
月
末
現
在
の
事
務
処

理
、
管
理
執
行
等
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
も
含
め
て
、
10
月
１
日
か
ら
28

日
に
実
施
し
、
事
務
処
理
、
施
設
の

管
理
、
事
業
の
執
行
等
に
つ
い
て
概

ね
良
好
で
あ
り
、
軽
微
な
事
項
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
を
通
じ
指
示
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
現
在
、
工
事
中
の
果
樹
園
拠
点
施

設
整
備
工
事
に
お
い
て
、
当
初
の
想

定
を
上
回
る
柱
、
梁
の
腐
食
・
腐
朽

が
確
認
さ
れ
、
交
換
及
び
補
強
箇
所

の
増
加
が
生
じ
、
工
事
費
の
増
額
を

要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
契
約

の
変
更
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
３
月
31
日
に
任
期
満
了

と
な
る
渋
谷
正
之
氏
の
再
任
に
つ
い

て
、
適
任
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

◆
増
毛
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
は
条
例
で
定
め
る

事
項
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
人
事
院
の
勧
告
に
準
じ
て
、
議
会

議
員
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
の
額

と
町
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員

の
月
例
給
、
通
勤
手
当
及
び
期
末
勤

勉
手
当
の
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
林
野
火
災
注
意
報
や
林
野
火
災
警

報
の
的
確
な
発
令
等
に
よ
っ
て
、
林

野
火
災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
、
消
防
庁
か
ら

通
知
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

一

般

議

案

ま
さ
ゆ
き

し
ぶ
や

報

告

事

項

人

事

案

件

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い
、

住
民
登
録
外
の
者
の
宛
名
情
報
の
庁

内
連
携
を
行
う
た
め
に
所
定
の
定
め

の
追
加
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
増
毛
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
増
毛
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
内
閣
府
が
定
め
る
基
準
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

※○は賛成、×は反対、欠は欠席、除は地方自治法第 117 条の規定による除斥、「議長」は議長のため採決に加わらなかった。
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長

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町公共下水道事業会計補正予算（第３号）
　
議案第 97 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町水道事業会計補正予算（第 4号）
　
議案第 96 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町一般会計補正予算（第 4号）
　
議案第 95 号

○ 適　　任○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　
諮 問 第 ２ 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町砕石事業会計補正予算（第２号）
　
議案第 94 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町公共下水道事業会計補正予算（第２号）　
議案第 93 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町水道事業会計補正予算（第３号）　
議案第 92 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）　
議案第 91 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）　
議案第 90 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　
議案第 89 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町診療所事業特別会計補正予算（第３号）　
議案第 88 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町観光施設事業特別会計補正予算（第２号）
　
議案第 87 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　
議案第 86 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町一般会計補正予算（第３号）　
議案第 85 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町火災予防条例の一部を改正する条例
　
議案第 84 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

　
議案第 83 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

　
議案第 82 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

　  
議案第 81 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

　
議案第 80 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例

　
議案第 79 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案第 78 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案第 77 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議会の議員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例議案第 76 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例

議案第 75 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

議案第 74 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○工事請負契約の変更について議案第 73 号

番　　号 議決結果
事　件　名

議員名（議席順）

令和７年第４回定例会　審議した議案と各議員の賛否

物価高騰対策補正予算を可決
商品券の配布や水道料金等の減免など生活支援 令和７年

第４回定例会
１２月１１日開催

　増毛町議会第４回定例会は、１２月１１日から１２日までの２日

間の会期としましたが、１１日に一般質問（５名が質問席に立ち、

８問の質問）を行ったほか、増毛町火災予防条例などの一部改正、

一般会計ほか９会計の補正予算、人権擁護委員の選任などの案件に

ついて審議し、会期を１日残し閉会しました。

　審議された案件、補正予算の内容についてお知らせします。
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令
和
７
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増
毛
町
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結
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定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
増
毛
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
内
閣
府
が
定
め
る
基
準
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

※○は賛成、×は反対、欠は欠席、除は地方自治法第 117 条の規定による除斥、「議長」は議長のため採決に加わらなかった。

飛
内
　
眞
吾

松
倉
　
清
道

岩
崎
　
俊
一

小
田
　
　
緑

菅
原
　
幸
弘

上
野
　
　
剛

大
井
紀
美
惠

酒
井
　
倫
明

川
島
　
　
優

合
羽
井
達
男

議

長

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町公共下水道事業会計補正予算（第３号）
　
議案第 97 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町水道事業会計補正予算（第 4号）
　
議案第 96 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町一般会計補正予算（第 4号）
　
議案第 95 号

○ 適　　任○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　
諮 問 第 ２ 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町砕石事業会計補正予算（第２号）
　
議案第 94 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町公共下水道事業会計補正予算（第２号）　
議案第 93 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町水道事業会計補正予算（第３号）　
議案第 92 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）　
議案第 91 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）　
議案第 90 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　
議案第 89 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町診療所事業特別会計補正予算（第３号）　
議案第 88 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町観光施設事業特別会計補正予算（第２号）
　
議案第 87 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　
議案第 86 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○令和７年度増毛町一般会計補正予算（第３号）　
議案第 85 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町火災予防条例の一部を改正する条例
　
議案第 84 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

　
議案第 83 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

　
議案第 82 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

　  
議案第 81 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

　
議案第 80 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例

　
議案第 79 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案第 78 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案第 77 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議会の議員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例議案第 76 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例

議案第 75 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○増毛町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

議案第 74 号

○ 原案可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○工事請負契約の変更について議案第 73 号

番　　号 議決結果
事　件　名

議員名（議席順）

令和７年第４回定例会　審議した議案と各議員の賛否
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令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、

町
長
か
ら
４
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

要

約
し
て
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

①
農
業
、
漁
業
の
状
況
に
つ
い
て

　
果
樹
は
夏
以
降
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

作
柄
と
し
て
は
非
常
に
良
好
な
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
水
稲
は
、
留
萌
管
内
の
作
況
指
数

は
「
96
」
と
や
や
低
め
な
が
ら
も
、

総
集
荷
量
の
見
込
み
は
、
約
１
万
９

千
俵
と
前
年
並
み
で
、
品
質
も
良
好

な
米
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

地
元
酒
蔵
へ
出
荷
さ
れ
る
酒
造
好
適

米
は
、
春
先
の
育
苗
不
良
に
よ
り
、

最
終
的
に
約
１
７
０
０
俵
の
収
穫
量

と
な
り
、
昨
年
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
11
月
末
ま
で
の
水
揚
げ
状
況

は
、
昨
年
同
期
に
比
べ
、
漁
獲
量
が

１
８
３
３
ト
ン
、
金
額
で
７
億
１
８

２
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ホ

タ
テ
稚
貝
の
採
苗
不
振
に
よ
る
大
幅

な
減
産
を
は
じ
め
、
秋
鮭
漁
が
全
道

的
に
不
漁
に
な
る
な
ど
、
魚
種
全
般

に
わ
た
り
、
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
秋
鮭
は
、
定
置
網
漁
が
昨
年
に

比
べ
３
割
減
少
し
ま
し
た
が
、
価
格

の
上
昇
に
よ
り
金
額
で
は
１
０
３
４

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
エ
ビ

漁
は
価
格
こ
そ
堅
調
だ
っ
た
も
の
の
、

漁
獲
量
の
減
少
に
よ
り
金
額
で
は
３

０
９
１
万
円
の
減
、
タ
コ
に
つ
い
て

も
１
１
８
ト
ン
、
９
８
１
８
万
円
の

減
と
厳
し
い
操
業
が
続
い
て
い
ま
す
。 

今
年
の
操
業
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

冬
場
は
時
化
の
日
も
多
く
な
り
ま
す

が
、
安
全
操
業
を
第
一
に
、
明
年
の

豊
漁
と
浜
の
活
気
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

②
有
害
鳥
獣
の
状
況
に
つ
い
て 

　
本
年
度
は
ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数
が
い
ず
れ
も

過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
は
、
ト
ド
に
よ
る

被
害
も
大
き
く
、
漁
業
に
深
刻
な
影

響
が
生
じ
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
件
数
や
人

的
被
害
が
過
去
最
悪
と
な
る
中
、
町

内
に
お
い
て
も
例
年
に
な
い
頻
度
で

目
撃
情
報
や
足
跡
が
確
認
さ
れ
、
対

応
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
駆
除
数
は
21
頭
に
達

し
、
一
昨
年
の
16
頭
を
上
回
り
、
そ

の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
エ
ゾ
シ
カ
は
、
昨
年
度
お
よ
び
一

昨
年
度
の
駆
除
数
と
比
較
し
て
80
頭

以
上
増
加
し
て
お
り
、
猟
友
会
の
ご

尽
力
と
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
の
効
果
も

あ
り
、
町
内
、
特
に
果
樹
園
地
域
で

は
、
目
撃
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
今
年
度
は
カ
ラ
ス
に
よ
る
果

樹
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
新
た

な
対
策
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
観
光
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

　
春
か
ら
始
ま
る
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
上
回
る
人
出

が
見
ら
れ
、
11
月
に
入
っ
て
か
ら
も 

休
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
歴
史
通
り
を

散
策
さ
れ
る
観
光
客
の
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
な
ど
、
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

が
、
秋
の
観
光
に
も
着
実
に
表
れ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
来
年
、

増
毛
小
学
校
旧
校
舎
は
90
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、

記
念
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
地
域
資
源
を
大
切
に

し
、
レ
ト
ロ
な
街
並
み
を
活
か
し
な

が
ら
、
観
光
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

④
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
に
つ
い
て

　
町
内
事
業
者
や
役
場
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
の
参
画
に
よ
る
地
域

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
交
付
金
申
請

に
係
る
コ
ン
ペ
に
挑
戦
し
た
結
果
、

４
０
０
点
満
点
中
３
３
１
点
と
い
う

最
高
得
点
で
、
全
国
１
位
の
評
価
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
評
価
を
大
き
な

励
み
と
し
て
、
観
光
振
興
と
地
域
内

経
済
の
好
循
環
を
創
出
し
「
訪
れ
た

く
な
る
ま
ち
・
増
毛
」
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
交
付
金

を
有
意
義
に
活
用
し
、
商
品
開
発
も

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
内
の
各

産
業
界
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
緒
に
増
毛

ブ
ラ
ン
ド
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

堀 町 長

行

政

報

告

後期高齢者医療特別会計
歳入歳出 70万円 の減額 

総　額 1億 133万円 に

歳　入

一般会計繰入金………………… 70万円減

歳　出

広域連合納付金………………   169万円減

港湾整備事業特別会計
歳入歳出 71万円 の増額 

総　額 2,201万円 に

歳　入

一般会計繰入金…………………　 71万円増

歳　出

人件費…………………………　65万円増

水道事業会計
収益的支出総額 486万円 の増額

総額 1億 5,793万円 に

収益的収入

水道料金……………………  1,442万円減

一般会計補助金……………  1,442万円増

収益的支出

人件費…………………………… 196万円増

消費税……………………………  29万円減

公共下水道事業会計
収益的支出総額 73万円 の増額

資本的支出総額 104万円 の減額

支出総額 2億 8,368万円 に

収益的収入

下水道使用料…………………  424万円減

一般会計補助金………………  424万円増

収益的支出

人件費……………………………  46万円増

資本的支出

建設改良費……………………… 104万円減

砕石事業会計
収益的収入及び支出 7万円 の増額

総額 2億 2,077万円 に

収益的収入

一般会計負担金…………………  7万円増

収益的支出

人件費…………………………   76万円増

予備費…………………………   69万円減

一 般 会 計
歳入歳出 2億 3,060万円 の増額

総　額 56億 1,906万円 に

歳　入

地方交付税…………………　 9,345万円増

国庫支出金……………　1億 1,878 万円増

歳　出

物価高騰対策事業費………　 5,158 万円増

人件費………………………　 4,866 万円増

燃料費等高騰対策支援金…　 3,714 万円増

国民健康保険特別会計
歳入歳出 9万円 の増額 

総　額 5億 815万円 に

歳　入

財政調整基金運用利子…………　 12万円増

一般会計繰入金…………………  3万円減
歳　出

国庫支出金返還金…………　3,673万円減

財政調整基金積立金………   3,562万円増

観光施設事業特別会計
歳入歳出 27万円 の増額 

総　額 2,320万円 に

歳　入

浴場使用料………………………　 27万円増
歳　出

燃料費…………………………　14万円増

光熱水費………………………　13万円増

診療所事業特別会計
歳入歳出 817万円 の増額 

総　額 1億 3,955万円 に

歳　入

一般会計繰入金……………　1,044 万円増

歳　出

医業費…………………………   481万円増

人件費…………………………　317万円増

介護保険特別会計
歳入歳出 2,641万円 の増額 

総　額 7億 1,072万円 に

歳　入

国庫支出金……………………　914万円増

一般会計繰入金………………　633 万円増

歳　出

保険給付費…………………   2,582万円増

主な補正内容について説明しています。千円以下の端数については省略しています。

令和７年度 補正予算概要
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４
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年
11
月
末
ま
で
の
水
揚
げ
状
況

は
、
昨
年
同
期
に
比
べ
、
漁
獲
量
が

１
８
３
３
ト
ン
、
金
額
で
７
億
１
８

２
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ホ

タ
テ
稚
貝
の
採
苗
不
振
に
よ
る
大
幅

な
減
産
を
は
じ
め
、
秋
鮭
漁
が
全
道

的
に
不
漁
に
な
る
な
ど
、
魚
種
全
般

に
わ
た
り
、
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
秋
鮭
は
、
定
置
網
漁
が
昨
年
に

比
べ
３
割
減
少
し
ま
し
た
が
、
価
格

の
上
昇
に
よ
り
金
額
で
は
１
０
３
４

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
エ
ビ

漁
は
価
格
こ
そ
堅
調
だ
っ
た
も
の
の
、

漁
獲
量
の
減
少
に
よ
り
金
額
で
は
３

０
９
１
万
円
の
減
、
タ
コ
に
つ
い
て

も
１
１
８
ト
ン
、
９
８
１
８
万
円
の

減
と
厳
し
い
操
業
が
続
い
て
い
ま
す
。 

今
年
の
操
業
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

冬
場
は
時
化
の
日
も
多
く
な
り
ま
す

が
、
安
全
操
業
を
第
一
に
、
明
年
の

豊
漁
と
浜
の
活
気
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

②
有
害
鳥
獣
の
状
況
に
つ
い
て 

　
本
年
度
は
ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数
が
い
ず
れ
も

過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
は
、
ト
ド
に
よ
る

被
害
も
大
き
く
、
漁
業
に
深
刻
な
影

響
が
生
じ
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
件
数
や
人

的
被
害
が
過
去
最
悪
と
な
る
中
、
町

内
に
お
い
て
も
例
年
に
な
い
頻
度
で

目
撃
情
報
や
足
跡
が
確
認
さ
れ
、
対

応
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
駆
除
数
は
21
頭
に
達

し
、
一
昨
年
の
16
頭
を
上
回
り
、
そ

の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
エ
ゾ
シ
カ
は
、
昨
年
度
お
よ
び
一

昨
年
度
の
駆
除
数
と
比
較
し
て
80
頭

以
上
増
加
し
て
お
り
、
猟
友
会
の
ご

尽
力
と
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
の
効
果
も

あ
り
、
町
内
、
特
に
果
樹
園
地
域
で

は
、
目
撃
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
今
年
度
は
カ
ラ
ス
に
よ
る
果

樹
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
新
た

な
対
策
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
観
光
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

　
春
か
ら
始
ま
る
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
上
回
る
人
出

が
見
ら
れ
、
11
月
に
入
っ
て
か
ら
も 

休
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
歴
史
通
り
を

散
策
さ
れ
る
観
光
客
の
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
な
ど
、
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

が
、
秋
の
観
光
に
も
着
実
に
表
れ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
来
年
、

増
毛
小
学
校
旧
校
舎
は
90
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、

記
念
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
地
域
資
源
を
大
切
に

し
、
レ
ト
ロ
な
街
並
み
を
活
か
し
な

が
ら
、
観
光
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

④
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
に
つ
い
て

　
町
内
事
業
者
や
役
場
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
の
参
画
に
よ
る
地
域

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
交
付
金
申
請

に
係
る
コ
ン
ペ
に
挑
戦
し
た
結
果
、

４
０
０
点
満
点
中
３
３
１
点
と
い
う

最
高
得
点
で
、
全
国
１
位
の
評
価
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
評
価
を
大
き
な

励
み
と
し
て
、
観
光
振
興
と
地
域
内

経
済
の
好
循
環
を
創
出
し
「
訪
れ
た

く
な
る
ま
ち
・
増
毛
」
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
交
付
金

を
有
意
義
に
活
用
し
、
商
品
開
発
も

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
内
の
各

産
業
界
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
緒
に
増
毛

ブ
ラ
ン
ド
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

堀 町 長

行

政

報

告
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　今回の第 4 回定例会の一般質問は、本会議 1 日目

の 11 日に行われ、5 名の議員が 8 項目について、

質問しました。

　議員からの質問、町側の答弁の内容を要約して、

町民の皆様にお知らせします。

おおい きみえ
大　井　紀美惠  議員
① 増毛町における補助・助成事業等について
② 観光おもてなし事業を進めていくために

さかい みちあき
酒　井　倫　明  議員
① 道路状況の改善等について

かわしま まさる
川　島　　　優  議員
① 地方創生事業について

かわい たつお
合羽井　達　男  議員
① ラーケーション『遊びながら学ぶ』『家族で学ぶ』について

お　だ みどり
小　田　　　緑  議員
① 明和園について
② メモリアルパークの再整備について
③ 防災行政無線の文字化け問題の対応と
　　 　　　　　　災害情報の多様な伝達手段について

※一般質問とは？

　議員が町の行財政全般にわたって、町長など
の執行機関に疑問点をただし、将来に対する
考え方や取り組み方の説明を求めることです。

　増毛町議会では、年４回の定例会で一般質問

をすることができます。

（参考：全国町村議会議長会議員必携より）
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〇
合
羽
井
議
員

　

子
ど
も
が
学

校
を
休
み
、
家

族
と
一
緒
に
学

校
外
で
学
習
す

る
「
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
は
現
在
道
教
委
に
お
い
て
、

他
県
な
ど
の
取
組
の
検
証
や
各
市
町

村
、
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
を
聞
く

こ
と
や
、
導
入
に
当
た
っ
て
家
族
が

と
も
に
過
ご
す
た
め
の
有
給
休
暇
取

得
促
進
な
ど
休
み
方
改
革
に
向
け
、

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
環
境
整
備
、

機
運
醸
成
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

⑴
現
在
、
道
教
委
よ
り
何
ら
か
の
通

達
は
あ
る
の
か
。

⑵
北
海
道
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業

制
度
に
加
入
し
て
い
る
留
萌
市
・
増

毛
町
の
企
業
は
何
社
か
。

⑶
少
年
の
社
会
教
育
事
業
の
主
な
活

動
は
。

〇
教
育
長

⑴
通
知
や
調
査
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

⑵
道
教
委
で
は
、平
成
18
年
か
ら「
北

海
道
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制

度
」
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
、
留

萌
市
に
お
け
る
締
結
企
業
は
39
社
、

当
町
は
４
社
。

⑶
当
町
で
は
14
年
か
ら
「
な
ん
で
も

体
験
隊
」
と
い
う
事
業
を
実
施
し
て

い
た
が
、
27
年
か
ら
は
事
業
の
拡
充

を
図
り
「
ま
し
け
キ
ッ
ズ
体
験
隊
」

と
し
て
、
学
校
外
で
の
体
験
・
研
修

活
動
事
業
を
年
間
10
回
程
度
行
っ
て

お
り
、
毎
年
60
名
前
後
の
児
童
が
参

加
し
て
い
る
。
内
容
は
、
陶
芸
サ
ー

ク
ル
を
講
師
に
迎
え
た
陶
芸
体
験
や
、

果
樹
園
で
の
ピ
ザ
づ
く
り
、
地
元
の

専
門
家
に
よ
る
天
体
観
測
講
座
な
ど
、

地
域
社
会
や
自
然
に
親
し
み
、
ふ
る

さ
と
に
お
け
る
魅
力
の
再
発
見
を
促

す
活
動
や
町
外
へ
の
研
修
旅
行
も
実

施
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
に
お
け
る

学
び
の
機
会
の
創
出
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

〇
合
羽
井
議
員

　

こ
の
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
多

様
な
地
域
の
問
題
も
絡
み
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
非
常
に
あ
る
と

思
う
が
、
現
状
は
。

〇
教
育
長

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
学
校
で
は
得
ら
れ

な
い
体
験
学
習
、
保
護
者
の
平
日
の

休
暇
取
得
、
そ
し
て
親
子
の
絆
の
深

ま
り
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

反
面
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
学
校
現
場
に

多
く
あ
り
、
そ
の
一
番
は
教
員
の
負

担
増
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
単
な

る
家
族
旅
行
で
は
な
く
、
学
び
と
し

て
行
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
事
前
に
学

習
計
画
書
を
学
校
へ
提
出
し
、
事
後

は
報
告
書
の
提
出
も
必
要
と
な
る
。

そ
し
て
学
校
が
教
育
課
程
に
照
ら
し

合
わ
せ
学
習
活
動
と
し
て
妥
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
に
そ
の
日
を
出

席
扱
い
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
書

の
チ
ェ
ッ
ク
や
指
導
、
報
告
書
の
確

認
、
学
習
活
動
と
し
て
の
判
断
作
業

な
ど
、
学
校
現
場
の
負
担
が
大
き
く
、

現
行
の
教
員
の
働
き
方
改
革
と
逆
行

す
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
子
ど
も

た
ち
の
有
効
な
教
育
効
果
も
期
待
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
当
町

に
お
い
て
導
入
の
考
え
は
な
い
。

　

ま
た
「
北
海
道
家
庭
教
育
サ
ポ
ー

ト
企
業
等
制
度
」
は
、
18
年
に
教
育

基
本
法
に
家
庭
教
育
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
道
教
委
が
家
庭
教
育

の
推
進
を
目
的
に
道
内
の
企
業
へ
周

知
を
図
り
、
申
請
に
よ
っ
て
締
結
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
締
結
後
の
企

業
の
取
組
内
容
は
、
職
場
の
子
育
て

環
境
づ
く
り
、
職
場
見
学
の
実
施
、

学
校
行
事
へ
の
参
加
促
進
、
家
庭
で

の
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上
な
ど
に
各
企

業
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

〇
合
羽
井
議
員

　

当
町
で
４
社
だ
が
、
町
内
で
制
度

を
知
ら
な
い
企
業
が
多
い
と
思
う
。

申
請
を
増
や
す
方
法
や
周
知
方
法
は

考
え
て
い
る
か
。

〇
教
育
長

　

こ
の
制
度
は
道
教
委
と
企
業
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
の
教
育
委
員
会
が

置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
今
年
、
町
教
委
が
間
に
入
り
１

社
締
結
し
た
事
例
が
あ
る
の
で
、
道

教
委
と
企
業
の
間
に
入
り
、
ま
た
広

報
、
チ
ラ
シ
等
で
企
業
に
周
知
し
て

い
き
た
い
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
遊
び

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
遊
び

な
が
ら
学
ぶ
」
「
家
族
で

な
が
ら
学
ぶ
」
「
家
族
で

学
ぶ
」
に
つ
い
て

学
ぶ
」
に
つ
い
て

合羽井議員①

QA
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
う
が
、

現
状
は

親
子
の
絆
の
深
ま
り
が
期

待
さ
れ
る
反
面
、
学
校
現

場
へ
の
負
担
が
大
き
い
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〇
大
井
議
員

⑴
福
祉
灯
油
等

購
入
助
成
事
業

は
、
町
民
税
非

課
税
世
帯
が
対

象
と
な
っ
て
い

る
。
助
成
金
額
に
つ
い
て
寒
い
冬
を

乗
り
切
る
た
め
に
増
額
を
考
え
て
み

て
は
。

⑵
空
き
家
等
除
却
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
が
義
務
化
さ

れ
、
該
当
す
る
空
き
家
の
調
査
費
・

除
却
費
も
別
途
掛
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
除
却
補
助

金
の
増
額
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

⑶
こ
こ
数
年
、
空
き
家
・
中
古
住
宅

を
買
い
、
改
修
す
る
こ
と
が
増
加
し

て
き
て
い
る
。
空
き
家
・
空
き
地
情

報
の
更
新
な
ど
速
や
か
に
対
処
し
な

が
ら
進
め
て
ほ
し
い
が
。

〇
町
長

⑴
福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業
は
、
灯

油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、
高
齢
者
世

帯
や
障
が
い
者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世

帯
等
の
低
所
得
者
世
帯
に
対
し
冬
期

間
の
暖
房
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

る
。
助
成
実
績
は
、
５
年
度
は
灯
油

助
成
世
帯
数
が
２
３
９
世
帯
、
オ
ー

ル
電
化
世
帯
数
が
７
世
帯
の
合
計
２

４
６
世
帯
で
助
成
金
額
が
２
９
３
万

２
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
６
年

度
は
、
灯
油
助
成
世
帯
数
が
２
２
９

世
帯
、
オ
ー
ル
電
化
世
帯
数
が
８
世

帯
の
合
計
２
３
７
世
帯
で
助
成
金
額

が
、
３
０
９
万
８
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
の
助
成
金
額

や
数
量
は
、
本
事
業
が
全
道
的
な
事

業
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
み

て
検
討
し
て
い
く
。

⑵
除
却
補
助
金
の
増
額
は
、
近
隣
自

治
体
の
状
況
や
ア
ス
ベ
ス
ト
に
係
る

経
費
の
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
判

断
し
た
い
。

⑶
現
在
、
空
き
家
７
件
と
空
き
地
31

件
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
所
有
者
や
管
理
者
か
ら
登
録

申
請
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
内

容
を
確
認
の
う
え
、
速
や
か
に
公
開

し
て
い
る
。
今
後
も
情
報
提
供
が
移

住
定
住
の
促
進
に
繋
が
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

〇
大
井
議
員

　

こ
れ
か
ら
年
金
受
給
者
が
増
加
し
、

非
課
税
世
帯
も
ま
す
ま
す
増
加
し
て

い
く
と
思
う
。
も
う
少
し
増
額
し
て

は
。

〇
町
長

　

来
年
は
支
給
さ
れ
る
世
帯
数
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

が
、
全
道
的
な
事
業
で
も
あ
る
の
で
、

そ
の
動
向
を
見
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

〇
大
井
議
員

　

当
町
の
50
万
と
い
う
除
却
補
助
額

は
、
決
し
て
低
い
金
額
で
は
な
い
。

た
だ
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
な
ど
別
途

か
か
る
よ
う
に
な
る
と
、
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
そ
の
分
を
少
し
上
乗
せ
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

〇
町
長

　

平
成
28
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
事

業
で
あ
る
が
、
管
内
で
も
や
っ
て
る

と
こ
ろ
は
数
件
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

３
４
０
件
除
却
し
た
が
全
然
追
い
つ

か
な
い
。
ま
だ
ま
だ
空
き
家
が
非
常

に
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
補
助

事
業
は
、
空
き
家
の
取
り
壊
し
を
促

す
た
め
の
政
策
と
捉
え
て
い
る
。
た

だ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
が
か
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
来
年
度

予
算
に
向
け
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

増
毛
町
に
お
け
る
補
助
・

増
毛
町
に
お
け
る
補
助
・

助
成
事
業
等
に
つ
い
て

助
成
事
業
等
に
つ
い
て

大井議員①

QA
助
成
額
の
増
額
を
考
え

て
み
て
は

全
道
の
状
況
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら

8
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〇
大
井
議
員

⑴
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
に
設
置
さ

れ
て
い
る
複
合
遊
具
は
毎
年
オ
ー
プ

ン
前
に
木
の
枝
の
取
り
払
い
や
遊
具

の
点
検
な
ど
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ゲ
ー
ム
遊
具
２
基
は
数
年
前
よ

り
故
障
し
て
い
る
。
委
託
先
が
設
置

し
た
遊
具
と
聞
い
た
が
撤
去
や
新
し

い
遊
具
を
設
置
す
る
な
ど
指
導
は
で

き
な
い
か
。

⑵
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
入
口
横
に

電
気
自
動
車
用
の
充
電
ス
タ
ン
ド
が

設
置
さ
れ
た
時
期
は
。

⑶
「
秋
の
味
ま
つ
り
」
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
旧
富
田
屋
旅
館
で

観
光
客
に
お
茶
を
振
る
舞
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
に
出
さ
れ
た
和
菓
子
は
当

町
に
あ
る
和
菓
子
屋
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
が
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

３
年
の
任
期
の
間
に
ど
れ
だ
け
当
町

の
こ
と
を
知
り
、
町
外
に
ど
の
よ
う

に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
町
民
と
交
流

し
て
い
く
の
か
。

〇
町
長

⑴
オ
ー
プ
ン
前
に
職
員
に
お
い
て
点

検
等
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
故
障
し

て
い
る
ゲ
ー
ム
遊
具
も
乗
っ
て
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
も
見
受
け
ら
れ
る
の

で
、
も
う
少
し
様
子
を
見
た
い
と
考

え
て
い
る
。

⑵
７
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
の
使
用
実
績
は
６
件
。

⑶
旧
富
田
屋
旅
館
で
「
お
盆
」
は
和

菓
子
、「
秋
の
味
ま
つ
り
」
で
は
洋

菓
子
を
提
供
し
、
来
訪
者
が
１
階
の

座
敷
で
飲
食
を
楽
し
め
る
取
組
を
隊

員
が
企
画
し
て
実
施
し
た
。
和
菓
子

は
製
作
を
旭
川
市
の
方
に
お
願
い
し

た
が
、
使
用
し
た
食
材
は
増
毛
産
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト

と
う
も
ろ
こ
し
、
国
稀
酒
造
の
甘
酒
、

増
毛
醤
油
い
ず
れ
も
当
町
ゆ
か
り
の

材
料
で
あ
り
、
地
元
へ
の
愛
着
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
菓
子
店

の
羊よ

う

羹か
ん

も
あ
わ
せ
て
販
売
し
、
好
評

を
い
た
だ
い
た
。
提
供
し
た
菓
子
が

町
内
菓
子
店
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

理
由
は
特
に
な
い
。
隊
員
の
活
動
内

容
は
隊
員
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
町
内
の
団
体
が
主
催
す
る

様
々
な
事
業
に
参
加
し
て
、
町
民
と

交
流
す
る
機
会
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

来
年
２
月
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
や
行
政
報
告
に
て
伝
え

た
「
山
の
恵
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
受

賞
報
告
を
兼
ね
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
予
定
し
て
お
り
、
町
民
に
も
広
く

隊
員
の
取
組
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

〇
大
井
議
員

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
、
町
内

の
子
ど
も
た
ち
が
橋
を
渡
っ
て
行
く

際
、
大
変
危
険
だ
と
思
う
が
、
市
街

地
で
遊
べ
る
場
所
は
確
保
で
き
な
い

か
。

〇
町
長

　

市
街
地
の
方
は
、
認
定
こ
ど
も
園

あ
っ
ぷ
る
の
遊
具
を
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
橋
を
渡
る
の
は
危
険
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

〇
大
井
議
員　

　

電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
を
増
毛

駅
に
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

〇
町
長

　

石
狩
市
の
道
の
駅
に
あ
る
充
電
ス

タ
ン
ド
で
充
電
し
て
い
る
方
を
１
回

も
見
た
こ
と
が
な
い
。
電
気
自
動
車

は
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
の
で
、

需
要
が
多
く
な
れ
ば
、
町
で
も
設
置

を
検
討
す
る
。

〇
大
井
議
員

　

当
町
の
食
材
を
使
っ
て
地
方
の
方

に
和
菓
子
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
町
内
の
和
菓
子
屋
に

相
談
は
し
た
の
か
。

〇
町
長

　

こ
う
い
っ
た
事
業
を
実
施
す
る
際

に
は
当
町
の
製
品
を
使
い
た
か
っ
た

が
、
用
意
で
き
な
か
っ
た
の
で
当
町

の
食
材
を
使
っ
て
提
供
し
て
も
ら
っ

た
。
創
作
し
た
新
し
い
和
菓
子
に
は

非
常
に
魅
力
を
感
じ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
て
も
ら
っ
た
が
、
町
と
し
て

も
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。
運
営

は
す
べ
て
隊
員
が
協
力
し
て
や
っ
て

く
れ
た
。
今
後
に
期
待
し
て
い
る
。

観
光
お
も
て
な
し
事
業
を

観
光
お
も
て
な
し
事
業
を

進
め
て
い
く
た
め
に

進
め
て
い
く
た
め
に

大井議員②

QA
お
も
て
な
し
事
業
に
当

町
の
製
品
を
使
用
す
る

べ
き
だ
っ
た
の
で
は

製
品
が
用
意
で
き
ず
食

材
を
使
用
し
た
が
今
後

に
繋
が
る
取
組
だ
っ
た
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〇
小
田
議
員

　

明
和
園
は
新

築
に
よ
り
環
境

が
良
く
な
り
、

入
所
希
望
者
や

待
機
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
介
護
員
の
人

手
不
足
に
よ
り
入
所
の
受
入
れ
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

⑴
養
護
と
特
養
の
定
員
・
入
居
者

数
・
待
機
者
数
・
介
護
職
員
数
は
、

そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

⑵
直
近
１
年
間
の
介
護
員
の
入
職

者
・
退
職
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

⑶
退
職
者
の
退
職
理
由
は
、
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

⑷
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
る
も
い
介

護
事
業
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
外

国
人
雇
用
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

と
の
こ
と
。
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
、

留
萌
管
内
の
介
護
施
設
で
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
明
和

園
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

⑸
離
職
防
止
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

〇
町
長

⑴
養
護
は
定
員
30
名
に
対
し
て
、
29

名
が
入
所
、
待
機
者
は
66
名
、
介
護

職
員
は
13
名
で
、
う
ち
３
名
は
パ
ー

ト
職
員
で
あ
る
。

　

特
養
は
定
員
40
名
に
対
し
て
、
27

名
が
入
所
、
待
機
者
は
13
名
、
介
護

職
員
は
17
名
で
、
う
ち
パ
ー
ト
職
員

が
１
名
で
あ
る
。

⑵
特
養
で
２
名
採
用
し
、
退
職
者
は

養
護
と
特
養
で
１
名
ず
つ
で
あ
る
。

⑶
い
ず
れ
も
自
己
都
合
に
よ
る
退
職

と
聞
い
て
い
る
。

⑷
留
萌
市
で
は
２
事
業
所
で
９
名
の

外
国
人
介
護
員
が
お
り
、
小
平
町
で

は
１
事
業
所
で
５
名
、
苫
前
町
で
は

１
事
業
所
で
４
名
、
羽
幌
町
で
は
２

事
業
所
で
４
名
お
り
、
当
町
で
は
２

事
業
所
で
５
名
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
人
材
紹
介
会
社
や
登
録
支

援
機
関
を
介
し
て
の
採
用
と
な
っ
て

い
る
。

　

明
和
園
で
も
外
国
人
の
雇
用
に
つ

い
て
、
数
社
の
人
材
紹
介
会
社
と
話

合
い
を
し
て
お
り
、
現
在
の
求
人
募

集
だ
け
で
新
た
な
採
用
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
採
用
も
考

え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

⑸
職
員
の
待
遇
面
で
は
、
他
の
施
設

と
比
べ
て
も
悪
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
自
己
都
合
退
職
者
が
２
名
と
い

う
の
も
多
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。　

介
護
・
福
祉
業
界
に
限
ら
ず
、
他
の

業
種
で
も
人
手
不
足
や
離
職
率
な
ど
、

社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
り
、
明
和

園
で
も
今
後
、
退
職
者
を
少
し
で
も

減
ら
せ
る
よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

〇
小
田
議
員

　

特
養
で
40
名
の
定
員
に
対
し
て
27

名
し
か
入
所
で
き
て
い
な
い
の
は
、

や
は
り
人
材
の
確
保
が
直
近
の
課
題

だ
と
思
う
。
外
国
人
の
雇
用
は
、
い

つ
ま
で
に
進
め
て
い
く
の
か
。

〇
町
長  

　

昨
年
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
い
る
。
８
月
か
ら
４
か
月
間
、

新
た
に
入
所
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
た

め
理
由
を
聞
く
と
、
新
し
い
介
護
員

が
入
り
、
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
入

所
を
控
え
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

委
託
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
様
子
を

見
て
徐
々
に
入
所
者
を
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　

60
年
間
町
が
運
営
し
て
い
た
中
で
、

す
ぐ
変
わ
る
訳
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に
相

談
し
、
経
営
状
態
や
運
営
状
況
を
見

な
が
ら
、
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
う
。
町
側
か
ら
い
つ
ま
で
に
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
控
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
特
養
に
は
使
用
し
て
い
な

い
４
部
屋
の
個
室
が
あ
り
、
そ
の
部

屋
を
養
護
に
変
え
ら
れ
な
い
か
提
案

し
て
お
り
、
道
と
協
議
を
し
て
い
る
。

現
場
は
難
色
を
示
し
て
い
る
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
そ
の
部
屋
は
使
え
な
い

と
思
う
。
養
護
の
待
機
者
は
66
名
だ

が
、
積
み
上
が
っ
た
数
字
で
あ
り
、

申
込
み
だ
け
し
て
、
ま
だ
入
り
た
く

な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
本
当
に
こ

れ
だ
け
い
る
の
か
見
直
し
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
待
っ
て
い
る
人

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
、
入
所

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

明
和
園
に
つ
い
て

明
和
園
に
つ
い
て

小田議員①

QA
待
機
者
が
い
る
中
、
定
員

ま
で
入
所
で
き
な
い
の
は

人
材
確
保
が
課
題
で
は

外
国
人
採
用
も
検
討
し
職

員
確
保
に
努
め
、
段
階
的

に
受
入
れ
し
て
い
く
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〇
小
田
議
員

　

９
月
20
日
に
町
内
の
若
者
を
中
心

と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
で
「
ふ
れ
あ
い
横
丁
」
を
実

施
し
た
。
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
駐

車
場
、
電
源
、
水
道
、
ベ
ン
チ
、
荷

物
搬
入
、
イ
ベ
ン
ト
の
看
板
設
置
場

所
な
ど
、
ど
れ
も
使
い
づ
ら
い
。

⑴
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
年
間
使
用

実
績
は
。

⑵
小
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て

使
い
や
す
く
な
る
よ
う
再
整
備
を
す

る
考
え
は
。

〇
町
長

⑴
令
和
７
年
度
は
６
月
27
日
に
増
毛

小
学
校
の
遠
足
、
７
月
６
日
に
健
康

づ
く
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
８
月
14

日
に
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
９
月
20
日

に
ふ
れ
あ
い
横
丁
の
４
件
で
あ
る
。

⑵
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
国
道
、
道

道
、
ア
パ
ー
ト
に
囲
ま
れ
て
駐
車
場

も
少
な
く
、
芝
生
の
た
め
利
活
用
に

大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

利
活
用
が
で
き
る
の
か
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

現
段
階
に
お
い
て
再
整
備
は
考
え
て

い
な
い
。

〇
小
田
議
員

　

利
用
者
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、

ハ
ー
ド
面
で
は
困
難
で
も
ソ
フ
ト
面

で
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
い
て
、
例
え
ば

公
園
内
へ
荷
物
の
搬
入
を
す
る
時
の

車
の
乗
り
入
れ
を
許
可
す
る
こ
と
や

電
源
の
使
用
を
柔
軟
に
で
き
る
よ
う

に
支
援
は
で
き
な
い
か
。

〇
町
長

　

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
、
２
０
０

０
年
の
町
制
施
行
記
念
事
業
で
町
職

員
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
、
理

事
者
が
決
定
し
、
議
決
さ
れ
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
当
初

か
ら
使
い
づ
ら
く
、
ど
う
使
う
の
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
何
か

違
っ
た
使
い
方
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
再
整
備
も
考
え
ら
れ
る
か
と
思
う
。

　

ハ
ー
ド
面
は
今
の
状
況
で
は
無
理

だ
と
思
う
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
時

に
は
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
。

健康づくりウォークラリー 納涼盆踊り大会

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
再

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
再

整
備
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て

小田議員②

QA
小
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
し
て
使
い
や
す
く

な
る
よ
う
再
整
備
を

再
整
備
は
難
し
い
が
、

柔
軟
な
対
応
で
ソ
フ
ト

面
で
支
援
し
た
い
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〇
小
田
議
員

　

こ
の
度
、
元
阿
分
地
区
に
お
い
て

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
や
は
り

防
災
行
政
無
線
の
文
字
化
け
問
題
に

よ
り
情
報
が
届
か
な
い
事
例
が
あ
っ

た
と
聞
い
た
。

⑴
実
態
調
査
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
、
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

⑵
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
、
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

⑶
元
阿
分
地
区
に
お
い
て
ヒ
グ
マ
の

出
没
情
報
が
届
か
な
か
っ
た
事
態
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。

〇
町
長

⑴
実
態
調
査
は
、
阿
分
１
区
か
ら
３

区
の
世
帯
と
総
務
課
職
員
を
対
象
に

11
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
の
土
日
を

除
く
２
週
間
、
昼
夜
の
定
時
放
送
の

受
信
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は

電
波
干
渉
も
検
証
す
る
た
め
、
10
日

か
ら
５
日
間
は
昼
夜
１
件
ず
つ
、
17

日
か
ら
５
日
間
は
昼
夜
２
件
ず
つ
放

送
し
、
現
象
発
生
の
有
無
、
頻
度
、

ま
た
１
件
と
２
件
で
放
送
し
た
場
合

の
現
象
発
生
率
を
比
較
し
た
。
結
果

は
全
69
世
帯
中
37
世
帯
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
、
１
件
放
送
の
場
合
は
正

常
に
放
送
さ
れ
た
の
が
87
・
８
％
、

正
常
で
な
か
っ
た
件
数
は
昼
が
４
件
、

夜
が
５
件
で
あ
っ
た
。
２
件
放
送
の

場
合
は
、
正
常
に
放
送
さ
れ
た
の
が

70
・
３
％
、
正
常
で
な
か
っ
た
件
数

は
昼
が
10
件
、
夜
が
12
件
と
増
加
し

て
、
複
数
放
送
し
た
場
合
は
、
２
件

目
の
放
送
が
正
常
で
な
い
確
率
が
高

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
自
治
会

長
会
議
で
説
明
の
う
え
、
先
週
か
ら

試
験
放
送
も
兼
ね
て
、
定
時
放
送
を

昼
夜
１
件
ず
つ
の
放
送
と
し
て
い
る
。

正
常
に
放
送
さ
れ
な
い
頻
度
が
高
い

世
帯
に
は
、
新
し
い
防
災
ラ
ジ
オ
と

交
換
し
受
信
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

⑵
防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
自
動
的
に
速
報

と
し
て
表
示
さ
れ
る
北
海
道
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た
「
Ｌ
ア

ラ
ー
ト
」
が
あ
る
。
ま
た
、
町
内
に

い
れ
ば
観
光
客
を
含
め
、
災
害
時
に

は
「
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
が
届
く

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
当
町
で

７
８
０
名
が
利
用
し
て
い
る
無
料
の

「
ヤ
フ
ー
防
災
ア
プ
リ
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
と
、
避
難
情
報
の
ほ
か

様
々
な
防
災
情
報
が
通
知
さ
れ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑶
町
で
は
情
報
が
届
い
て
い
な
い
と

の
話
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
出
没
時

も
含
め
て
目
撃
情
報
が
多
い
地
区
は
、

農
林
水
産
課
職
員
や
警
察
な
ど
が
住

民
に
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

〇
小
田
議
員

　

実
態
調
査
を
し
た
の
は
、
１
区
か

ら
３
区
ま
で
で
、
調
査
の
範
囲
が
適

正
だ
っ
た
の
か
、
季
節
で
状
況
は
変

わ
ら
な
い
の
か
、
今
後
も
調
査
は
継

続
し
て
い
く
の
か
。

〇
町
長

　

４
区
、
５
区
の
ヒ
グ
マ
の
出
没
情

報
が
届
い
て
い
な
い
と
い
う
情
報
は

来
て
い
な
い
。
町
の
ほ
う
に
来
な
け

れ
ば
、
正
し
い
情
報
に
は
な
ら
な
い
。

本
当
に
聞
こ
え
な
い
の
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。
防
災
無
線
が
聞
こ

え
て
い
な
い
地
域
は
あ
る
程
度
把
握

し
て
い
る
。
聞
こ
え
な
い
と
こ
ろ
は

屋
外
の
防
災
無
線
が
あ
る
の
で
、
隣

り
近
所
で
助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て

ほ
し
い
。
聞
こ
え
な
い
と
こ
ろ
も
防

災
ラ
ジ
オ
を
取
替
え
て
確
認
し
て
い

る
最
中
で
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
時

間
を
ほ
し
い
。
ま
た
、
自
治
会
長
会

議
で
も
話
し
た
の
は
、
防
災
無
線
を

た
く
さ
ん
連
絡
手
段
と
し
て
使
う
と

文
字
化
け
し
て
暗
号
の
よ
う
な
発
信

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
だ

け
防
災
に
特
化
し
、
防
災
情
報
の
な

い
と
き
に
は
お
知
ら
せ
と
し
て
試
験

放
送
を
１
日
昼
夜
１
回
ず
つ
防
災
無

線
を
使
う
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
と

思
う
。
今
後
情
報
の
ツ
ー
ル
と
し
て

防
災
無
線
を
積
極
的
に
使
う
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

防
災
行
政
無
線
の
文
字
化

防
災
行
政
無
線
の
文
字
化

け
問
題
の
対
応
と
災
害
情

け
問
題
の
対
応
と
災
害
情

報
の
多
様
な
伝
達
手
段
に

報
の
多
様
な
伝
達
手
段
に

つ
い
て

つ
い
て

小田議員③

QA
実
態
調
査
の
結
果
は

複
数
放
送
時
に
異
常
が
多

発
す
る
た
め
、
今
後
は
防

災
に
特
化
し
た
放
送
に
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〇
酒
井
議
員

　

増
毛
町
内
に

は
町
道
の
ほ
か

国
道
、
道
道
が

通
っ
て
い
る
が
、

場
所
に
よ
っ
て

は
夏
場
に
草
の
繁
茂
に
よ
り
、
降
雪

期
に
は
除
雪
後
の
雪
の
塊
に
よ
り
、

ま
た
交
通
量
の
多
い
場
所
で
横
断
歩

道
が
遠
い
な
ど
、
様
々
な
要
因
で
車

の
走
行
や
人
の
通
行
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
町
道
で
あ

れ
ば
対
応
で
き
る
と
思
う
が
、
国
道

や
道
道
は
町
の
管
理
で
は
な
い
た
め
、

対
応
は
難
し
く
な
る
と
思
う
。
町
内

の
各
自
治
会
や
団
体
な
ど
か
ら
町
に

こ
れ
ら
に
関
す
る
要
望
が
あ
っ
た
と

き
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
。

〇
町
長　

　

国
道
に
関
す
る
要
望
は
留
萌
開
発

局
道
路
課
へ
、
道
道
に
関
す
る
要
望

は
留
萌
振
興
局
事
業
課
へ
自
治
会

要
望
等
の
資
料
を
作
成
の
う
え
提
出

し
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
都
度
、
新
た
な
要
望
案
件
が
生

じ
た
際
に
は
、
町
主
催
の
雪
道
計
画

協
議
会
や
留
萌
開
発
局
主
催
の
冬
道

道
路
維
持
情
報
共
有
会
議
の
場
を
活

用
し
国
及
び
道
に
対
し
て
要
望
を

行
っ
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　

町
道
か
ら
国
道
へ
出
る
交
差
点
で

左
右
の
確
認
が
し
づ
ら
い
場
所
が
あ

り
、
交
差
点
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
範
囲

で
雪
の
壁
を
下
げ
る
よ
う
町
側
か
ら

も
要
望
し
た
と
聞
い
た
が
、
自
治
会

か
ら
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
継

続
し
て
要
望
し
て
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
受
止
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。

〇
町
長　

　

町
道
第
２
火
防
通
線
か
ら
国
道
に

出
る
道
だ
が
、
自
治
会
長
会
議
や
雪

道
の
協
議
会
の
中
で
も
要
望
を
受
け

て
い
る
。
町
も
安
全
の
た
め
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

〇
酒
井
議
員

　

道
道
に
接
続
す
る
町
道
に
流
雪
溝

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
だ
い
ぶ
経
つ
が
、

高
齢
者
が
増
え
雪
投
げ
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が

進
ん
で
い
く
と
歩
き
づ
ら
く
、
車
が

走
り
づ
ら
い
状
況
も
考
え
ら
れ
、
手

立
て
が
必
要
で
は
。

〇
町
長　

　

流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て

も
空
き
地
の
前
は
残
っ
て
い
た
り
、

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

〇
建
設
課
長　

　

流
雪
溝
設
置
地
域
の
排
雪
に
つ
い

て
、
道
道
増
毛
港
線
は
年
２
回
、
１

月
上
旬
と
２
月
中
旬
に
行
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
１
月
下
旬
に
町
で
流
雪
溝

の
日
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
際
に
特
に
交
差
点
に
お

い
て
、
交
通
事
故
に
繋
が
る
よ
う
な

と
こ
ろ
の
排
雪
は
行
っ
て
い
る
。

〇
酒
井
議
員　

　

南
永
寿
町
と
南
畠
中
町
の
と
こ
ろ

に
か
か
っ
て
い
る
泰
平
橋
だ
が
、
道

幅
が
部
分
的
に
狭
く
な
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
道
路
自
体
が
狭
く
接
触
事
故

も
あ
っ
た
の
で
、
改
良
は
で
き
な
い

か
。

〇
建
設
課
長　

　

確
か
に
道
幅
が
狭
い
の
で
、
橋

り
ょ
う
の
拡
幅
も
考
え
ら
れ
る
が
、

事
業
費
が
か
な
り
か
か
る
の
で
、
今

こ
こ
で
、
で
き
る
で
き
な
い
は
答
え

ら
れ
な
い
。

〇
酒
井
議
員
　

　

町
民
か
ら
の
要
望
は
、
今
後
と
も

真
摯
に
対
応
し
て
ほ
し
い
が
。

〇
町
長　

　

自
治
会
か
ら
の
要
望
は
、
連
合
自

治
会
を
通
し
て
、
毎
年
、
町
の
方
で

承
っ
て
い
る
。
町
民
の
要
望
に
は
、

で
き
る
だ
け
応
え
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
費
用
対
効
果
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
状
況
を
考
え
て
、
ど
う
し
て
も
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
交
通

安
全
施
設
は
、
公
安
委
員
会
へ
の
要

望
に
な
る
。
今
回
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
の
前
の
歩
道
は
、
２
年
ほ
ど
か

か
っ
て
い
る
。
時
間
は
か
か
る
が
で

き
る
だ
け
真
摯
に
町
民
の
要
望
に
は

応
え
て
い
き
た
い
。

道
路
状
況
の
改
善
等
に
つ

道
路
状
況
の
改
善
等
に
つ

い
て
い
て

酒井議員①

QA
各
自
治
体
や
団
体
な
ど

か
ら
の
要
望
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か

時
間
は
か
か
る
が
で
き

る
だ
け
真
摯
に
こ
た
え

て
い
き
た
い
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〇
川
島
議
員

　

今
年
度
「
新

し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生

交
付
金
第
２
世

代
交
付
金
（
地

方
創
生
２
・
０
）」
を
活
用
し
実
施

し
て
い
る
「
果
樹
園
地
帯
活
性
化
拠

点
事
業
」
の
事
業
内
容
、
事
業
効
果

は
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
当
町
の
地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
効
果
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て

い
る
か
。

〇
町
長

　

当
町
の
果
樹
園
地
帯
の
情
報
発
信

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
果
樹
農
業

の
担
い
手
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
旬
の
果
物
の
品
種
や
特
徴
、

購
入
で
き
る
果
樹
園
の
紹
介
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
情
報
を
一
体
的
に
発

信
す
る
こ
と
で
「
フ
ル
ー
ツ
の
里
ま

し
け
」
と
し
て
の
知
名
度
向
上
に
繋

げ
て
い
く
。
ま
た
、
担
い
手
対
策
と

し
て
、
町
外
か
ら
の
短
期
就
労
者
が

打
合
せ
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
果
樹
産
業

を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
事
業
効
果
は
、
増
毛
駅
を
玄
関

口
と
す
る
歴
史
的
建
造
物
群
を
活
か

し
た
観
光
、
来
春
開
設
の
千
石
蔵
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
事
業
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
短
期
就
労
事
業
な
ど
と
の

相
乗
効
果
に
よ
り
、
観
光
面
、
産
業

面
の
双
方
で
大
き
な
波
及
効
果
を
期

待
し
て
い
る
。

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
で

は
「
地
域
資
源
活
用
増
毛
ま
る
ご
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
歴
史
と
景
観
・

食
資
源
を
活
用
し
た
交
流
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
ナ
マ
コ
種

苗
放
流
、
増
毛
産
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

フ
ル
ー
ツ
の
販
路
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド

化
を
は
じ
め
、
増
毛
の
水
、
増
毛
の

ご
当
地
グ
ル
メ
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
調
査
や
観
光
案
内
所
と
ま
し
け

マ
ル
シ
ェ
の
機
能
強
化
な
ど
、
15
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
地
方
創
生
推

進
交
付
金
事
業
で
は
「
生
涯
現
役
で

働
き
続
け
ら
れ
る
町
を
実
現
す
る
健

康
寿
命
延
伸
人
材
育
成
事
業
」
を
実

施
し
、
健
康
増
進
拠
点
「
ら
・
さ
ん

て
」
の
開
設
、
運
動
教
室
の
開
催
、

指
導
者
の
育
成
を
行
い
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
基
盤
形
成
に
繋
が
っ
て
い

る
。
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事

業
で
は
「
鉄
道
廃
線
の
増
毛
駅
舎
を

活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
駅
舎
の
増
改

築
と
敷
地
の
整
備
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
、
賑
や
か
し
事
業
を
実
施
し
、

観
光
の
玄
関
口
と
し
て
確
か
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
観
光
分
野
に
お

い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
廃
線
前
年
の
平
成
27

年
度
の
観
光
客
数
26
万
７
０
０
０
人

に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
低
迷

を
経
て
も
令
和
６
年
度
は
32
万
８
０

０
０
人
と
盛
り
返
し
、
廃
線
ブ
ー
ム

で
増
加
し
た
観
光
客
を
維
持
で
き
て

い
る
と
い
う
明
確
な
成
果
が
出
て
い

る
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
分
野
に
お

い
て
は
医
療
、
介
護
費
用
に
も
改
善

傾
向
が
見
ら
れ
、
道
が
公
表
し
た
当

町
の
健
康
寿
命
は
、
平
成
28
年
か
ら

令
和
５
年
の
７
年
間
で
、
男
性
で
３

か
月
、
女
性
で
１
年
１
か
月
の
延
伸

と
確
か
な
成
果
が
確
認
さ
れ
い
る
。

こ
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
よ
っ
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
計
画
第
７
期
に
６
２
９

１
円
ま
で
上
昇
し
た
介
護
保
険
料
基

準
額
を
、
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で

の
第
９
期
に
５
２
９
０
円
と
１
０
０

１
円
下
げ
、
平
成
27
年
度
水
準
に
ま

で
減
額
さ
せ
る
と
い
う
効
果
が
出
た

と
考
え
て
い
る
。

〇
川
島
議
員

　
「
果
樹
園
地
帯
活
性
化
拠
点
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
の

整
備
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
維
持
管

理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

〇
町
長

　

来
年
度
は
外
構
を
含
め
て
ガ
ー
デ

ン
等
を
整
備
し
た
い
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
拠
点
と
し
て
考
え
て

お
り
、
運
営
も
主
に
協
力
隊
に
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

川島議員①

QA
果
樹
園
地
帯
活
性
化
拠

点
事
業
の
狙
い
は

果
樹
情
報
の
発
信
と
担

い
手
確
保
を
図
る
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　全国的に町村議会議員選挙における投票率の低下や無投票当選
が増加している状況にあります。 
　令和５年４月の当町議会議員選挙においても無投票当選となっ
たことから、なり手不足対策も含めて多様な人材の参画促進のた
め、11 月 19 日に新十津川町議会を視察しました。
　新十津川町議会は、30 代～ 80 代の議員 10 名のうち女性議員が
5 名、30 代が３名（平均年齢が 54.3 歳）と多様な人材が活躍して
いるため、議会としての取組を学んできました。また、令和３年
に新庁舎を建設しており、議場を含め老朽化した当町の役場庁舎
の将来的な建替も見据え、議会機能を調査しました。

体調不良による欠席者を除き、新十津川町
議会議員全員にご対応いただきました

　新十津川町議会は定数 11 名（議員数 10 名）、男女比１対１、年齢構成は 30 代～ 80
代まで幅広く 30 代の元地域おこし協力隊員や若き元行政マンなど多様な方々が活躍し
ていました（増毛町議会は定数 10 名、男女比 5:1、70 代 6 名・60 代 3 名・40 代 1 名）。
また、個人ではなく町議会として YouTube、Facebook、Instagram などを通じて、議
会の様子をわかりやすく発信していました。
　先般の当町議会本会議には多くの方々が傍聴にいらして「面白かった。自分には関係
がないと思っていたが違った」との感想をいただき、議会の情報に触れることが、町政
への関心を高め、立候補へのハードルを下げることに繋がると思うので、まずは SNS
による情報発信により、若い世代に議会の情報に気軽に触れていただくことから始めら
れたらと思います。また多様な意見を反映するためには定数 10 名は削減してはならな
いと強く感じました。庁舎建替においては避難所としても利用できるような庁舎を見据
えて早急に検討会等の立ち上げが必要だと考えます。

小田　緑　委員長

　新十津川町は住民の円滑な自治活動のため 11 行政区を設置しており、町長委嘱の区
長が月イチで区長会議を行い、また、上限年額 90 万円の行政区活動支援交付金を設定
する等、町行政の仕組み自体が当町とは異なっていました。町議会議員は行政区の代表
者で、現職が辞めると次の人が議会議員選挙に立候補することが議会構成を決定づけて
いた一要因だったそうですが、令和５年の選挙で図式が崩れ、半数以上の現職議員が不
出馬を表明、後継者選びも苦労した結果、行政区にとらわれることなく元地域おこし協
力隊員、役場職員等 30 歳代の町民も立候補され、新人５人が当選。議会構成が大変化
したそうです。各常任委員会が動画で活動報告を行ったり、役場新庁舎建設後だった事
から議会定例会のネット配信も開始されていました。当町の令和５年議会議員選挙は平
成 19 年以来の無投票でしたが、議会活性化のためには様々な年代の議員の存在が大切
なのだと感じました。

上野　剛 委員

　新十津川町は、空知地方の中央部に位置し農業が大部分を占めており、地酒として有
名な「金滴酒蔵」という酒蔵があり、地元酒造好適米を原料として製造しています。
　今回の視察目的であります役場庁舎について、平成 28 年５月より議会特別委員会で
他市町へ庁舎視察を重ね、令和３年に完成しています。地球温暖化によるＣＯ 2 の排出
量を抑制する地元新十津川町産のトドマツを庁舎の壁に使用しており、近年はこのよう
に北海道産の木材を使用している市町村が増加傾向にあります。
　目的の２つ目であります女性議員数について、新十津川町議会は議員 10 名中女性議
員は５名で、そのうち２名は１期目です。新十津川町地域おこし協力隊として３年間の
任務を終え、議員に立候補したということです。環境の良さ、支援の充実をアピールし
ていき当選をしました。当町は今年 11 名の協力隊が活動する予定だが、是非とも町お
こしを積極的に進めていってほしい。

大井　紀美惠 委員

議会運営委員会行政視察議会運営委員会行政視察
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　町民の皆さんに議会の動きをより伝わりやすくお届けするため、議会広報特別委員会では 10 月 20 日～
21 日に美深町・和寒町を視察しました。
　美深町では議会への関心を高めてもらうため、議会開会前に「予告版」、議会閉会後に「速報版」の議
会広報紙を発行するなど、議会の「見える化」を図っています。
　和寒町は、北海道町村議会広報コンクールにおいて入選するなど、議会を身近に感じ、わかりやすく、
興味を持てる紙面づくりを目指しています。
　両町の議会広報紙の工夫を学んできましたので、各委員のレポートを掲載します。

　美深町議会（定数 11）は当町議会と同様に特別委員会（６名）が議会広報の担当。『び
ふか議会です こんにちは』の他、案件等を知らせる定例会前の『予告版』（A ４片面）と、
結果をいち早く伝える『速報版』（A ４両面）を発行し、毎月議会広報をしているよう
でした。続けるうちに定型化できたので委員会の協議も簡略化できたとのことです。
　２日目の和寒町議会（定数９）は総務経済常任委員会（８名）の中から４名を委員と
して議会広報委員会を設置。一般質問をした議員本人が質問と答弁を担当する方式には
驚きました。また、議会広報誌『ワットサム』が北海道町村議会広報コンクール入賞を
果たすほどに「あの一般質問どうなった？」等の企画もよく考えられていました。
　『増毛町議会だより』は、「ピックアップではなく審議結果を網羅して伝える」方針で
すが、両議会共ネット中継を行なっているので広報誌は「ぱっと伝わる簡潔でインパク
トある表現」を心がけているとのことでした。

上野　剛 委員長

美深町について
　各常任委員会から選出された 6 名の議員で構成され、編集作業の効率化・省力化を目
指し「わかりやすく伝え読まれ親しまれる」を追求し、広報委員が作成した予告版を新
聞折込にて知らせています。また、議会広報モニター制度により、町民６名のモニター
による意見や要望等も取り入れ、アンケートによる意見の聴取も町民を巻き込んだ取組
を進めています。

和寒町について
　美深町と同様議会広報モニターを設置しており、議会広報委員４名と方針決定のため
議会議長は１回のみ出席し委員会を進めています。町民の意見を広く聴取するために議
会広報の研修先で「読まれない議会だよりに出す意味なし」の編集方針により切磋琢磨
しながら取り組んでいます。注目したのは、質問・答弁とも質問した議員が作成すると
いうことです。質問の真意・追求を確認するためにもこれからの課題としてはどうか。

大井  紀美惠  副委員長

「読むだけで終わらせない。感じる議会だよりへ。」

　・要点を絞った簡略化で、自分事を見つけやすく。
　・音声で聞ける仕組みにより、時間の無い方にも触れやすく。

　少しでも「伝わる」が広がる議会広報を目指したいと考えます。松倉　清道 委員

議会広報特別委員会行政視察議会広報特別委員会行政視察
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　この度、上川管内美深町と和寒町の「議会だより」の編集について、視察して来ました。
他町村の議会だよりは、以前から全道町村議会広報研修会に参加して、広報クリニック
に応募した広報の評価を研修してきましたが、本会議でのことだけに留まらず、住民の
声を含めて議会を取り巻く様々な事柄や議会としての動きを住民に知って貰うことを考
えて、作成しているように思っていました。
　視察した美深町議会は、編集作業の効率化や省力化に力を入れ、予告版や速報版を発
行して、「わかりやすく伝え、読まれ親しまれる」議会広報を目指すとしています。
　また、和寒町議会は「読みやすく、新たな切り口で審議内容を伝える特集」を企画し、
統一テーマを定めた表紙シリーズなどで多くの町民に登場して貰っており、広報コン
クールで何度も入選しているとの事です。
　当町の議会だよりは、本会議での一般質問のやり取りが中心になっているように感じ
ていましたので、今後、委員会で検討したら良いのかなと思います。

酒井　倫明 委員

　一般質問について、美深町は１人１ページ（複数通告しても１人につき１ページ）、
和寒町は１人半ページ（複数通告した場合は１つの項目のみ掲載）となるよう内容をま
とめ、パッとみて概要が伝わるよう工夫されていた。両町とも一部始終が動画で撮影さ
れ YouTube にアップロードされており、全容を知りたい方は誌面に貼られている QR
コードをスマホ等で読み込むと確認できるようになっている。当町は１問につき１ペー
ジとなるよう編集作業を行っているが、動画配信や議事録の公開を行っていないため、
詳細を伝えるためにはこれ以上の要約は難しいと思う。パッと見て伝わるものを目指す
か、詳細を誌面で伝え続けるか今後委員会で検討していきたい。
　また、両町の議会報を読むと、常任委員会や各種委員会の視察報告は、視察に行った
委員が集まり協議をして、委員長がレポートを１ページにまとめていたので、当町もそ
のほうが良いと思う。

川島　優 委員

　美深町議会では、議長・広報特別委員長ほか委員の歓迎を受け、委員会は６名で構成
し、一般質問を振り返ることで新人議員の勉強の場となっている旨の説明を受けました。
　編集作業において『わかりやすく・読みやすいを追求した持続可能な編集作業』を目
指しており、これはどこの委員会においても目標である苦労する最終的な基本姿勢だと
思います。　ここで興味を持ったのが『予告版』『速報版』の発行です。『予告版』は定
例会開催の日程告知、一般質問の議員と項目の事前公表を新聞折込にて、『速報版』は、
議会翌月２週目に回覧板で全戸配布しており、町民に周知する方法として検討に値する
と思います。
　和寒町議会では、町長・議長・広報委員長のお出迎えを受け、委員長より議会だより
編集・発行の流れ及び当町広報紙との項目別比較表など丁寧に説明を受け、大変参考に
なりました。統一テーマを決めた表紙のシリーズ化や多くの住民の登場、町民の意見を
広く聴取するための『議会広報モニター』の設置などが特徴的であり、今後の委員会活
動の参考にし『読まれる議会だより』を目指し精進していきたい。

合羽井　達男 委員

美深町では「わかりやすく・読みやすい」を
追求した編集作業について説明いただきました

和寒町では「パッと伝わる広報紙へチャレンジ」
という編集方針について説明いただきました17
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議会のうごき

   5日 議会だより 183 号発行

 11 日 全国町村議会議長会全国大会（東京都）

 12 日 留萌管内町村議会議長会行政視察

       （～ 14 日　島根県）

 19 日 議会運営委員会行政視察（新十津川町）

 28 日 議会運営委員会

       全員協議会

 11 日　全員協議会
　　　　令和７年第４回定例会

  9 日　議会広報特別委員会（第１回）
 16 日 議会広報特別委員会（第２回）

11　月

12　月

１　月

編

集

後

記

　
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
リ
ー
グ
は
２
０
２

６―

２
０
２
７
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
秋

春
制
に
移
行
し
ま
す
が
、
現
在
は
プ

ロ
野
球
と
同
様
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
す
。

２
月
か
ら
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
の
話
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ

れ
を
書
い
て
い
る
１
月
中
旬
は
ま
だ

移
籍
の
話
や
選
手
の
年
俸
の
話
題
が

も
っ
ぱ
ら
で
、
し
か
も
近
年
は
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
記
事
で
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
に
出
て
く
る
数
字
を
見
る
と
、

「
２
年
総
額
３
４
０
０
万
ド
ル
、
日

本
円
で
約
53
億
円
」
「
４
年
総
額
６

０
０
０
万
ド
ル
、
日
本
円
で
約
94
億

円
」
と
か
、
誰
も
が
知
っ
て
る
だ
ろ

う
あ
の
選
手
は
数
年
前
「
10
年
総
額

７
億
ド
ル
、
日
本
円
で
約
１
０
１
５

億
円
」
と
い
う
数
字
で
、
メ
ッ
シ
や

ロ
ナ
ウ
ド
を
超
え
た
契
約
と
世
界
中

で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
大
き
な
数
字

を
目
に
し
て
も
、
唖
然
と
す
る
以
前

に
、
何
だ
か
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
。
ま
っ

た
く
別
世
界
の
話
で
す
。

　
庶
民
は
『
月
収
＋
10
万
こ
っ
そ
り

副
業
術
』
『
〇
〇
で
月
10
万
稼
ぐ
方

法
』
と
か
、
『
１
０
０
万
円
か
ら
の

セ
ミ
リ
タ
イ
ア
投
資
術
』
『
１
０
０

０
万
円
貯
め
て
る
人
の
お
金
の
習

慣
』
な
ど
と
い
う
書
籍
が
多
く
発
売

さ
れ
て
も
い
る
よ
う
に
、
10
万
円
や

１
０
０
万
円
、
１
０
０
０
万
円
と

い
っ
た
金
額
が
ま
だ
理
解
で
き
る
数

字
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
２
０
２
４
年
か
ら
は
原
材

料
費
の
上
昇
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
、
円
安
な
ど
に
よ
っ
て
物
価
が

急
激
に
高
騰
し
、
特
に
食
料
品
や
日

用
品
の
価
格
上
昇
が
家
計
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
物
価
上

昇
に
対
し
て
所
得
の
上
昇
が
追
い
付

い
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
所
得
が
増

加
し
て
い
て
も
消
費
支
出
が
そ
れ
を

上
回
る
た
め
、
多
く
の
家
庭
が
生
活

の
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
２
０
２
５
年
の
税
制
改
正
に
よ
り

所
得
税
の
基
礎
控
除
や
給
与
所
得
控

除
の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
２
０
２
６
年
に
は
物
価
連
動
の

仕
組
み
を
導
入
し
、
基
礎
控
除
額
が

２
年
ご
と
自
動
的
に
見
直
さ
れ
る
と

い
う
画
期
的
な
税
制
改
正
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
「
独

身
税
」
と
も
呼
ば
れ
る
『
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
』
が
始
ま
り
、

４
月
か
ら
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ
し

て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
我
々
庶
民
の
所
得
、
生
活
は
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
海
外
で
活
躍

す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
高
額
年
俸
に

つ
い
て
は
「
そ
ん
な
の
知
ら
ん
」
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
至
成
）
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